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発達障害の症状
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　最近、話題になっている発達障害は

以下に大別されます。①周囲の状況を

理解し自分以外の人とつながっていく

力の基本になる社会性コミュニケーシ

ョンの発達が弱い自閉症スペクトラム

（ＡＳＤ）②注意力や行動をコントロー

ルするための発達が弱い注意欠陥多動

性障害（ＡＤＨＤ）③読み、書き、計算、

推論などの新しい知識を身につけるた

めの学習能力が弱い学習障害（ＬＤ）

です。

　具体的な症状としては、ＡＳＤの人た

ちはコミュニケーションが苦手、空気

が読めない、こだわりが強い、感覚（音

やにおい）への過敏、などがあります。

　ＡＤＨＤの人は集中力に欠け、我慢

が難しく衝動的、じっとしていること

が難しくいつも動いてしまう、片付け

や整理が苦手、忘れ物が多い、などの

症状があります。ＬＤはいくら頑張って

もきれいに字が書けない、漢字が覚え

られない、計算が苦手、音読が苦手、

不器用などが、学習が始まってから顕

著になってきます。

　発達障害の人たちの困難は、障害と

認識されるよりもわがまま、しつけが

悪い、努力していないなどの誤解を受

けていることが多く、本人だけでなく、

家族も苦しい思いをしていることが多

くあります。周囲に障害による困難と

して理解してもらうことだけでよい方

向に向くことも少なくありません。で

すから、心配があればまずは専門医に

受診し、困難を周囲の人たちに理解し

てもらい、支援を受ける必要性がある

かを相談してみましょう。

2019.2.6


